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四谷の観光資源
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No.
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平成 29 年 11 月発行

「南元町音頭」の入ったうちわ

鉛筆の碑 水番所跡

ヨーヨーを入れているものは町会長手作りの品

かまども町会長の手作り

四谷区民センター内藤町界隈

南元町
界隈

詳しくは4～5ページをご覧下さい
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子ども
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まちの
防災力

強化に
あなた

の協力
が不可

欠。

日頃の
減災活

動が被
害減少

のかぎ
を握る

。

い将来
に発生

すると
予想さ

れてい

る首都
直下地

震は1
995年

に発生

した阪
神淡路

大震災
以上の

被害が
予測

されて
います

。しかし
、地震

直後に
おける

公的機
関から

の支援
はほと

んど期
待でき

ないと
言われ

ていま
す。そ

のよう
な中で

、

皆さん
で今で

きるこ
とはな

んでし
ょうか

？

神淡
路大
震災
では
消防
や自
衛隊

など
に助
け出
され
た人
より
も近

隣住
民に
助け
出さ
れた
人の
方が
3倍
以

上も
いま
した
。近
所と
連携
した
助け
合い

(共
助）
によ
って
被害
拡大
を防
いだ
ので
す。

いま
、首
都直
下地
震に
向け
て地
域で
や

るべ
きこ
とは
なん
でし
ょう
か？

出典：西宮市震災写真情報館

撮影：大木本美通 提供:神戸大学附属図書館 震災文庫

1995
年に発

生した
阪神淡

路大震
災では

、約2
7,000

名が家
族や近

隣住民
によっ

て助け
出され

まし

た。大
規模な

震災時
には多

数の家
屋倒壊

、火災
などが

発生し
、負傷

者も大
勢いま

した。
しかし

、

消防や
警察、

自衛隊
の規模

ではな
かなか

対応が
出来ま

せん。
さらに

、受け
入れ病

院にも
限界が

あるた
め、住

民によ
る自助

と共助
が不可

欠とな
ります

。自分
の命を

守るた
めにま

ずは自
宅の防

災対策
から始

めまし
ょう。

さらに
、地域

で一丸
となっ

て災害
に立ち

向かう
ために

は日頃
からの

防災活
動が大

切です
。ぜひ

、地域
の防災

活動へ
積極的

に参加
をしま

しょう
。

特集
P1～

3

出典：西宮市

震災写真情報館

撮影 ： 大木本美通 提供 : 神戸大学附属図書館 震災文庫

出典：西宮市

震災写真情報館

撮影 ： 大木本美通 提供 : 神戸大学附属図書館 震災文庫

撮影：大木本美通 提供:神戸大学附属図書館 震災文庫

出典：西宮市震災写真情報館
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り

No.
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（
蓬
菜
湯
）

銭湯のお話は8ページをご覧ください。

現在の霞ヶ丘町

田安鎮護稲荷神社

四谷四
丁目界

隈

霞ヶ
丘町
界隈

「笹寺」境内

 四谷観進角力始祖記念碑

四谷四丁目交差点夜景

銭湯と
言えば

番台！
馬頭観音碑

地域の方が描いて下さった昔の霞ヶ丘町のスケッチ

東北関
東大震

災で被
災され

た方々
に

心から
お見舞

い申し
上げま

す。

四谷地
区協議

会だよ
り

No.

4
第 4号

平成 23 年 3 月発行
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戒行寺坂

交通安全イベント風景

新宿歴史博物館

三栄町
界隈

須賀
町界
隈

ラジオ体操に参加する子ども達

須賀神社

ピンク
のベス

トは女
性

サポー
ターの

目印で
す。

避難所
でも目

立ち好
評でし

た。

四谷地
区協議

会だよ
り

No.

8
第 8号

平成 25 年 3 月発行

詳しくは 4、5 頁の特集をご覧下さい。

須賀神社に伝わる「
鏝絵」

こて  え

四谷地区協議会だより No.

18
第 18号

平成 30 年 3月発行

こんにちは
町会長さん!特集
ス ぺ シ ャ ル

詳しくは2～3ページをご覧下さい

15今号までご愛読いただきありがとうございました



左門町公園のクリスマス
イルミネーションを毎年
バージョンアップ。美しく
輝いて道行く人の心を和
ませています

左門町町会15

塙保己一や高松喜六の墓
がある愛染院、服部半蔵
の墓のある西念寺など、
名所旧跡の多い歴史と人
情のある町です

若葉二丁目町会7

明治公園から絵画館前に
移植された樹齢 350 年以
上の天然記念物の椎の木
は、雪印乳業前から移植
されたものです

本塩町町会22

近隣町会が統合し、昭和22 年、南元町となりました。平成29年には町会創立70周年の式典を開催しました

南元町町会29

商店会と共催の「土と苗の無料配布」は 500 人以上の行列ができます。また、年末の「餅つき」も毎年好評です

四谷二丁目町会6

合羽坂下の緑地帯に、石
造りのかわいいカッパが
三体あります。その昔、こ
のあたりにカッパが出た
とか出ないとか…

片町町会13

多くの参拝者を迎えてい
る多武峯内藤神社があり
ます。神楽殿の地下には、
ポンプや防災用品も備蓄
しています

内藤町町会28

12 の寺院と須賀神社があります。須賀神社には「三十六歌仙絵」、吉田亀五郎作の「鏝絵」も伝えられています

須賀町町会12

旧名を伊賀町と言った当
町会では、例大祭の折に
赤半纏を着用します。こ
れは赤筋の入った伊賀半
纏に由来します

若葉一丁目町会20

商店会と協賛で毎年 8 月
に「夏休み子ども大会」を
開催しています。ゲームや
模擬店を、大人も子ども
も楽しみます

若葉三丁目町会27

笹寺には寛永元年明石志
賀之助一行が興行を行っ
た碑があり、江戸勧進相
撲発祥の地として大相撲
の原点です

四谷四丁目町会4

平成27年、町名が江
戸～

明治に使われていた「
四谷

坂町」に。歴史を大切
にし

ながら心機一転、再
出発

しています

四谷坂町町会19

花園神社の例大祭、ドジョ
ウ掴み大会、子ども相撲
大会そして納涼踊り大会
と、活気ある行事が町を
彩ります

花園町町会10

新宿駅の東南に位置し「天
龍寺」を中心に栄えた町
です。江戸三大名鐘の一
つ「時の鐘」が現存してい
ます

新宿四丁目町会25

平成 26 年には JR 信濃町
駅が誕生して 120 年に。
四谷第六小学校児童と共
にお祝いのイベントを開
催しました

信濃町町会16

厚生年金会館は閉館しま
したが、他にも自慢があり
ます。町会名に残る「番衆
町」という歴史ある地名
です

番衆町2

昭和 18 年、麹町、伝馬町
などの一部が統合して誕
生。今でも須賀神社と日
枝神社、両方の祭礼を行っ
ています

四谷一丁目町会9

９番地に「たんきり子
育地

蔵尊」があります。子
ども

の咳やご老人の喘息
など

に効能があるとされ
るお

地蔵様です

愛住町会1

「三光」とは、町会の中心
に鎮座する花園神社の別
名、三光院稲荷（別当寺が
三光院だったため）が由
来です

三光町町会17

舟板に最適な杉材が伐採
され「舟板横丁」の名が起
こり、明治 5 年に四谷舟
町となったのが町名の由
来です

舟町町会24

新宿通り沿には防犯カメ
ラを設置、近隣には警察
署と消防署もあり、「安心・
安全の町」と言えるので
はないでしょうか

四谷三丁目町会8

近衛兵連隊場の名残り「馬
頭観音碑」があります。都
心とは思えない緑豊かな
場所で、珍しい蝶も生息し
ています

霞ヶ丘町町会3

毎号、2町会の町会長さんに町の魅力を語っていただいたこ　のコーナーも、第 17号で 29町会全てを紹介し終えました。
掲載順に、各町会長さん（当時）のコ　メントを、ダイジェストで紹介します。

7 月には新宿通りでエイ
サー祭り、11 月には末広
通り周辺で新宿トラッド・
ジャズ・フェスティバルが
開催されます

新宿三丁目町会21

昭和初期に「新宿園
遊園

地」という遊園地が
あり、

閉園後分譲され、昭
和 6

年に現在の町会が結
成さ

れました

新宿園町会23 昭和18年に大番町と右京町から一字ずつを取って「大京町」となり、昭和 24年、大京町親和会として発足しました

大京町町会26

内藤家の菩提寺、太宗寺
のユニークな形の本堂と
六地蔵閻魔堂開慶堂三日
月不動像など見てお楽し
みください

新宿二丁目町会18

信濃町町会16

明治から昭和初期まで四谷区役所があり、その後大木戸に移りました。「新宿歴史博物館」は訪れる人が絶えません

三栄町町会11

町の中ほどの小さな公園
に「金丸稲荷神社」や「策
の池」（通称かっぱ池）、ま
た「津の守弁財天」があり
ます

荒木町町会5

こて  え

かみ

むち

新宿御苑遊歩道が
あり、

銀杏並木の森林浴が
楽し

めます。また秋葉神
社に

は「火防守護」祈願
の参

拝が絶えません

新宿一丁目町会14

こ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！ 四谷町会めぐりス ペ シ ャ ル
四谷29町会を
ぐるりと
ご紹介する
コーナー

218号
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7 月には新宿通りでエイ
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地」という遊園地が
あり、

閉園後分譲され、昭
和 6

年に現在の町会が結
成さ

れました

新宿園町会23 昭和18年に大番町と右京町から一字ずつを取って「大京町」となり、昭和 24年、大京町親和会として発足しました

大京町町会26

内藤家の菩提寺、太宗寺
のユニークな形の本堂と
六地蔵閻魔堂開慶堂三日
月不動像など見てお楽し
みください

新宿二丁目町会18

明治から昭和初期まで四谷区役所があり、その後大木戸に移りました。「新宿歴史博物館」は訪れる人が絶えません

三栄町町会11

町の中ほどの小さな公園
に「金丸稲荷神社」や「策
の池」（通称かっぱ池）、ま
た「津の守弁財天」があり
ます

荒木町町会5

こて  え

かみ

むち

新宿御苑遊歩道が
あり、

銀杏並木の森林浴が
楽し

めます。また秋葉神
社に

は「火防守護」祈願
の参

拝が絶えません

新宿一丁目町会14

こ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！ 四谷町会めぐりス ペ シ ャ ル
四谷29町会を
ぐるりと
ご紹介する
コーナー

3 18号
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第二分科会

第一分科会

健康で安心なコミュニティ
づくりを考える

（子ども・高齢者・健康）

まちづくりを考える
（地域課題・歴史・文化・自治・

観光まちづくり・防災・
地域安全）

会場名 開催日 受付時間 体操時間 参加費

四谷ひろば 毎週火曜日
9時 45分～ 10時 10時～ 11時 1回 300円

四谷ひろばでは、初回の受講に際し「大人のサロン」入会金（１年間有効 500円）
が別途必要となります。入会後は「大人のサロン」の他の講座の受講も可能です。

★信濃町シニア活動館 毎週火曜日 9時 45分～ 10時 10時～ 11時 1回 300円
若葉地区（ライトコート四谷） 毎週水曜日 9時 45分～ 10時 10時～ 11時 1回 300円
四谷地域センター ◎水曜日 10時 15分～ 10時 30分 10時 30分～ 11時 30分 1回 300円
★本塩町地域交流館 毎週金曜日 9時 45分～ 10時 10時～ 11時 1回 300円
四谷中学校・花園小学校 ※土曜日 9時 45分～ 10時 10時～ 11時 1回 300円

★新宿地域交流館
第 1・３火曜日 9時 45分～ 10時 10時 00分～ 11時 30分

体操＋講義（体によいお話） 1回 300円
第２・４木曜日 10時 15分～ 10時 30分 10時 30分～ 11時 30分

★印の地域交流館、シニア活動館の会場にご参加の方は、初回に各館の利用登録（無料）が必要です。
　身分証明証（健康保健証等）をご持参ください。
◎四谷地域センターは会場の都合で休講となることがあります。事前に必ず事務局へお問合せの上ご確認ください。
※花園小学校・四谷中学校会場は、学校と協議の上会場が決定されます。
　開催日については事前にお問合せの上ご確認ください。
★新宿地域交流館は、祝日により開催日が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせいただくか、チラシをご覧ください。
◎平成 30年度より、参加費用が全会場 300円となります。何卒ご了承くださいますようお願いいたします。
お問い合わせ：四谷地区協議会第二分科会（四谷特別出張所内）

引き続き開催します。

地域の子どもたちの登校時
に声掛けをし、見守る活動
を引き続き行います。

9月に行われる乳幼児の
親子向け水遊びイベントに

参加予定です

高齢者向け体操教室

四谷子ども見守り隊

平成30年度　四谷地区協議会主催　体操教室予定表

・ 「地域を識
し
る」勉強会（講演会）

を実施予定です。
・ 地域防災について引き続き話
し合います。
・ 避難場所の表示方法について
検討中です。

第 9 回地域を識る勉強会

・ 「地域を

・ 地域防災について引き続き話

・ 避難場所の表示方法について

第 9 回地域を識る勉強会

 

四谷地区協議会主催 

地域で学ぶ「四谷学」のご案内 

日 時：平成２９年１１月１１日（土）

     １４：００～１５：３０ 

 開 場：１３：３０ 

 会 場：四谷地域センター 

１２階多目的ホール 

参加料：無料  事前申し込み不要 

定 員：先着９０名 

① 『続・四谷の魅力』さがし 

～四谷の遺跡から見る暮らし～ 

新宿区学芸員 栩木真氏 

②  参加者との意見交換 

地
域
で
学
ぶ

「
四
谷
学
」
開
催
口
上 

今
回
の
「
四
谷
学
」
で
は
『
続
・
四
谷
の
魅
力
』
さ
が
し 

～
四
谷
の
遺
跡
か
ら
見
る
暮
ら
し
～ 

と
題
し
て
、 

新
宿
区
学
芸
員  

栩
木
真
氏
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

地
区
協
議
会
で
四
谷
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
守
り
、
愛
し
、
未
来
に
つ
な
げ

る
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
勉
強
会
を
主
催
い
た
し
ま
す
。 

「
四
谷
学
」
は
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
地
域
勉
強
会
で
す
。

 
 
 

 
 

 
 
 
 

地域で学ぶ「四谷学」  

『続・四谷の魅力』さがし 

～四谷の遺跡から見る暮らし～ 

お問合せは下記事務局まで 

受付時間 平日１０：００～１７：００ 

四谷地区協議会事務局 

（四谷特別出張所内 新宿区内藤町８７） 

  電話３３５４－６１７１  

※「四谷学」は四谷中学校でも提唱されています。 

今回の「四谷学」は、協議会が主催する地域で情報を共有する目的の勉強会です。 

どんなに町の様子

が変われども、四谷の

まちは、江戸から人情

と思いやりがあり、情

の厚さが自慢です 

 四谷地区協議会主催 

四谷の歴史は 

地域の資源です 

親子向け水遊びイベントに親子向け水遊びイベントに

平
成
30
年
度
の
活
動
予
定
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５月と11月に新宿通り等を地域住民、地元企業、
子どもたちが協力して清掃する活動を行います。

5月12日（土）四谷ひろばで
内藤とうがらしの苗を頒布します。

春と秋に地域の大人と小学生が協働で花の苗を植え付け、四谷
の街路に飾る活動を行います。

内藤とうがらし

ごみゼロ運動 四谷花いっぱい運動

四谷のお宝さがし実行委員会
平成28年度、十周年を迎えた「四谷のお宝
さがし」。続く平成30年3月の発表会は「総
集編」と銘打って、この10年間に応募のあっ
たお宝から、委員の思い出に残るお宝をあ
らためて紹介しました。今後の活動費の寄
付を募るため、5枚1組のオリジナル絵はが
きも作成。多くの方にご協力をいただき、
1口100円の寄付のお礼にこの絵はがきを
差し上げました。平成30年度は、今後の活
動内容について話し合っていく予定です。

第三分科会

生活環境・まち美化を考える
（みどり・環境・リサイクル）

観光まちづくり実行委員会

四
谷
ま
ち
歩
き
手
帖

「四谷まち歩き」四谷の名所を地元ガイド
がご案内します。（詳しくは8ページをご
覧ください）

四
谷
ま
ち
歩
き
手
帖

四
谷
ま
ち
歩
き
手
帖

平成28年度、十周年を迎えた「四谷のお宝
さがし」。続く平成30年3月の発表会は「総
集編」と銘打って、この10年間に応募のあっ
たお宝から、委員の思い出に残るお宝をあ
らためて紹介しました。今後の活動費の寄
付を募るため、5枚1組のオリジナル絵はが
きも作成。多くの方にご協力をいただき、
1口100円の寄付のお礼にこの絵はがきを
差し上げました。平成30年度は、今後の活

絵葉書

5月12日（土）四谷ひろばで
内藤とうがらしの苗を頒布します。

   

第３分科会「みどり・環境・リサイクルを考える」 

 

平成３０年度 「内藤とうがらし」苗の配布【販売】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                                
 

 

 

 

活動主旨にご賛同いただき、内藤とうがらしを育成してみたいという方に苗

の育成費にかかった実費でおわけします。 

 

★育成費の実費 1 苗＝100 円（消費税込） 

★配布日 

 １０：００～ 

                 ただし、苗が無くなり次第終了 

 

★配布会場 四谷ひろば （旧四谷第 4 小学校）新宿区四谷４－２０ 

 

★ご用意している苗数 800 苗 先着順  お一人様（1 家族）４苗まで 

お願い：資源再利用推進のため持ち帰り用紙袋をご用意ください。 

【お問合せ】 

四谷地区協議会 第三分科会 

（四谷特別出張所内）  

電話３３５４－６１７１ 

収
穫
で
き
た
「
と
う
が
ら
し
」
は
、

料
理
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
♪ 

その昔江戸時代の内藤新宿一帯は秋になると内藤藩の栽

培するとうがらし（上を向いて実る八房という品種）で赤い

絨毯が敷かれた様な光景がみられました。七味とうがらし売

りの口上でもその名は全国的に知られています！ 

みんなで育てて楽しんでくれるとうれしいです。 

私たちは「四谷地区協議会 

内藤とうがらしプロジェクト」の 

キャラクター「ないトン一家」です！

○c  Yone * Y
umi  

ないトン君 

当日以外の配布はいた

しません。 



　
平
成
30
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
宿
区
よ
り
今
ま
で
10

年
間
を
振
り
返
り
、
あ
ら
た
な
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
提
示
さ
れ
、

な
お
一
層
の
自
主
運
営
を
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
当
四
谷
地

区
に
於
い
て
は
1
年
前
の
全
体
会
時
に
1
年
間
か
け
て
次
の
年

度
か
ら
の
運
営
を
検
討
す
る
事
と
し
、
各
部
会
も
そ
れ
に
向
け

内
容
等
を
改
革
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
―
ぼ
い
す
―
を
編
集
発
行
し
て
き
ま
し
た
広
報
部
に
つ
い
て

も
少
数
部
員
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
回
四
谷
地
区
の
町
会
め

ぐ
り
や
各
部
会
の
実
行
委
員
会
で
の
事
業
に
つ
い
て
精
力
的

に
記
事
を
作
り
、
そ
の
役
目
を
充
分
に
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
い
年
度
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
各
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
四
谷
地
区
の
広
報
の
あ
り
方
を
今
ま
で
の
機

関
紙
か
ら
、
ネ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
等
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
意
見

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
18
号
を
も
っ
て
一
旦
広
報
誌
休
刊
と
は
な
り
ま
す

が
、
文
字
通
り
再
度
発
行
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
な
の

で
、
そ
の
時
は
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
四
谷
地
区
協
議
会
は
、
自
由
な
議
論
や
新
宿
区
と

の
意
見
交
換
を
行
う
区
政
参
画
の
場
と
し
て
、
ま
た

四
谷
地
区
に
関
わ
る
課
題
を
自
ら
の
発
想
と
努
力
で

解
決
す
る
場
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
地

区
協
議
会
の
役
割
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
1
． 

地
区
内
の
諸
団
体
の
情
報
の
共
有
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。

　
2
． 

多
様
で
開
か
れ
た
協
議
会
と
し
て
、
地
区
内

の
意
見
が
集
約
さ
れ
る
場
と
す
る
。

　
3
．
地
区
の
日
常
的
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
4
． 

基
本
計
画
等
、
区
の
計
画
に
関
し
て
区
と
意

見
交
換
し
、
提
案
を
す
る
。

　
5
．
地
区
の
将
来
像
を
検
討
す
る
。

　
そ
こ
で
、
四
谷
地
区
協
議
会
は
、
そ
の
役
割
を
遂
行

す
る
た
め
に
四
つ
の
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　【
第
一
分
科
会
】 
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
（
地
域
課

題
・
歴
史
・
文
化
・
自
治
・
観
光

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
・
地
域
安
全
）

　【
第
二
分
科
会
】 

健
康
で
安
心
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
考
え
る
（
子
ど
も
・
高
齢

者
・
健
康
）

　【
第
三
分
科
会
】 

生
活
環
境
・
ま
ち
美
化
を
考
え
る

（
み
ど
り
・
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

　【
広
報
部
会
】
四
谷
地
区
協
議
会
の
広
報

　
四
谷
地
区
協
議
会
は
、
町
会
や
青
少
年
育
成
委
員
、

民
生
・
児
童
委
員
、
公
募
委
員
等
地
域
の
多
様
な
方
々

が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
に
向
け

た
実
践
を
行
う
場
と
し
て
、
地
域
全
体
の
課
題
解
決

に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
四
谷
地
区
協
議
会
は
、
地
域
課
題
を
掘

り
起
し
解
決
す
る
た
め
「
地
区
協
議
会
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
補
助
金
」
を
活
用
し
て
い
ま
し
た
。「
四
谷

の
お
宝
さ
が
し
」、「
四
谷
ま
ち
歩
き
」、「
健
康
体
操
」

な
ど
は
大
変
好
評
を
得
て
お
り
、
四
谷
地
区
協
議
会

の
「
地
域
解
決
力
」
は
地
域
も
含
め
多
く
の
人
に
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、「
新
宿
区
地
域

協
働
事
業
助
成
金
」
と
「
地
区
協
議
会
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
補
助
金
」
が
統
合
さ
れ
た
新
し
い
助
成
制

度
の
活
用
に
よ
り
、
一
層
の
課
題
解
決
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

新
宿
区
の
提
唱
す
る
〝
新
宿
力
〞
は
、「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
が
担
い
、
自
分
た
ち
で
創
り

あ
げ
た
い
」
と
表
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
四
谷
地

区
協
議
会
が
よ
り
一
層
自
立
し
た
地
域
団
体
と
し
て
、

自
ら
の
力
で
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な

助
成
制
度
の
施
行
に
あ
た
り
、
現
在
四
谷
地
区
協
議

会
で
は
、
事
業
の
見
直
し
、
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

 
四
谷
地
区
協
議
会
　
会
長
　
松
川
英
夫

 

四
谷
地
区
協
議
会
　
副
会
長
　
広
報
リ
ー
ダ
ー
　
野
澤
秀
雄

「
声
」― 

ぼ
い
す 

― 

の
休
刊
に
あ
た
り

新
し
い
助
成
金
制
度
に
つ
い
て
の
経
過
説
明

618号
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　平成30年3月、広報しんじゅくでも新たな助成金制度につ
いての発表があったように、平成30年度より地区協議会をめ
ぐる制度が変わることになりました。大きな変更点は以下の
2点です。
①助成金
　新宿区内10地区にある「地区協議会」は、これまで「地区
協議会まちづくり活動支援補助金」を受けることで運営され
てきました。四谷地区協議会の広報誌である「声」̶ぼいすー
も100％この補助金により発行されています。
　平成30年度からは、この「地区協議会まちづくり活動支援
補助金」に代わり、新たに「地域コミュニティ事業助成」が
スタートします。地区協議会も町会、自治会、ボランティア
団体、NPO法人等と同様に「地域コミュニティ事業助成」を

利用することになりました。
　これまで全額助成されていた活動費の助成率は、新たな制
度では10分の9となり、残りの10分の１は自己資金や参加
費などを充てていきます。
②事務局
　四谷地区協議会の発足以来、事務局は四谷特別出張所内に
設置され、区の職員が地区協議会を運営していくための庶務
事務を支援していましたが、今後はほとんどの庶務事務を地
区協議会がおこなうことになりました。同時に特別出張所内
にあった「四谷地区協議会事務局」もなくなりますが、問い
合わせ等は四谷特別出張所が窓口になって、各分科会につな
ぎます。

　四谷地区協議会が発足した4年後の平
成21年11月、四谷地区協議会だより
「声」̶ぼいす̶の第1号が産声を上げま
した。メイン記事は、折りたたみ式の大
判手作り地図に、地区協議会と関わりあ
る地点をマークした「地図で見る四谷地
区協議会活動」。すでに四谷地区協議会の
活動として定着していた「子ども見守り隊」
や「花いっぱい運動」の活動場所などが
一目でわかるようになっています。一方、
その後の人気連載となった「こんにちは
町会長さん！」や「教えて地区協！」などは、
まだ始まっていませんでした。

　発足4年で、地区協議会の活動が広く地域に根付
いていたことがわかる資料もありました。「声」̶
ぼいす̶の第1号が発行される8ヶ月前、その準備
版のような形で発行された「～あなたの声が四谷
を変える～四谷地区協議会」という冊子に掲載さ
れた「地区協議会アンケート（Ｈ20.11）集計結
果」です。町会や地区協議会構成団体に、地区協
議会の活動について尋ねたもので、この時点では
とくに「四谷子ども見守り隊」「四谷のお宝さがし」
「四谷花いっぱい運動」などが、広く認知されてい
たことがわかります。

平成 30年度より、地区協議会が変わります

1 号／創刊号

「声」-ぼいす-の
前身となった広報誌

平成21年11月発行

平成21年 3月発行

懐かしの「声」-ぼいす- 1号をふりかえる
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1 号／創刊号

四
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四
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二
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地
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協
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会
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報
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ケ
ー
ト
集
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そ
し
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三
期
地
区
協
議
会
に
向
け
て
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防災力

強化に
あなた

の協力
が不可

欠。

日頃の
減災活

動が被
害減少

のかぎ
を握る

。

い将来
に発生

すると
予想さ

れてい

る首都
直下地

震は1
995年

に発生

した阪
神淡路

大震災
以上の

被害が
予測

されて
います

。しかし
、地震

直後に
おける

公的機
関から

の支援
はほと

んど期
待でき

ないと
言われ

ていま
す。そ

のよう
な中で

、

皆さん
で今で

きるこ
とはな

んでし
ょうか

？

神淡
路大
震災
では
消防
や自
衛隊

など
に助
け出
され
た人
より
も近

隣住
民に
助け
出さ
れた
人の
方が
3倍
以

上も
いま
した
。近
所と
連携
した
助け
合い

(共
助）
によ
って
被害
拡大
を防
いだ
ので
す。

いま
、首
都直
下地
震に
向け
て地
域で
や

るべ
きこ
とは
なん
でし
ょう
か？

出典：西宮市震災写真情報館

撮影：大木本美通 提供:神戸大学附属図書館 震災文庫
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路大震
災では

、約2
7,000

名が家
族や近

隣住民
によっ

て助け
出され

まし

た。大
規模な

震災時
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、火災
などが
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しかし

、
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自衛隊
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出来ま
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さらに
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院にも
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あるた
め、住

民によ
る自助
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が不可

欠とな
ります

。自分
の命を

守るた
めにま

ずは自
宅の防

災対策
から始

めまし
ょう。
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で一丸
となっ
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地域の方が描いて下さった昔の霞ヶ丘町のスケッチ

東北関
東大震

災で被
災され

た方々
に

心から
お見舞

い申し
上げま

す。
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東海道四谷怪談と於岩稲荷田宮神社
　四世鶴屋南北が東海道四谷怪談を書いた文政8年（1825年）当
時、四谷は番方(警備役の下級武士)の住まいが多く、於岩稲荷の左
門町にも御先手組の組屋敷があった。於岩稲荷は屋敷地内の稲荷
を信心することで家を再興できた貞女お岩(1636年没)にあやかろ
うと巷で名声があり、この二つの要素が歌舞伎の設定に打って付け
だったと思われる。
　創作された江戸後期の社会は、武家の家計は行き詰まり、商家が
財力で台頭する中、同作品で気位だけは高い武家の凋落を揶揄す
ることで町人の喝采を受けたという。甲州街道の四谷を東海道と設
定して下級武士の町四谷のイメージで、あたかもその地の事のよう
に、江戸市中で200年前から名前が知れた於岩稲荷と貞女お岩をス
キャンダラスな怪談話に替えてしまった。武士の忠義物としての忠
臣蔵と人物が交錯するその外伝の東海道四谷怪談(武士の凋落)を
セットで上演する四世鶴屋南北の歌舞伎の演出が市中で大変受け
たという。

甲州街道界隈まち歩きと新宿歴史博物館　～四谷今昔物語～   ５月１９日（土）

四谷地域の文化施設を巡る Part.１  ～文学座、民音音楽博物館、聖徳記念絵画館～
四谷地域の文化施設を巡る Part.２  ～消防博物館、荒木町、新宿歴史博物館～

内藤新宿まち歩き　～宿場町・内藤新宿の風情を訪ねて～
信濃町駅界隈散策と神宮外苑いちょうまつり　～美しい秋の風景を探して～

南寺町を訪ねて　～四谷ゆかりの歴史上の人物を巡る～
外堀の桜鑑賞と四谷見附界隈を歩く　～外堀の桜を体感～

広報しんじゅく
4／25号掲載予定

於岩稲荷田宮神社

陽運寺　貞女お岩像

平成30年

◆
平
成
21
年
発
行
の
第
1
号
か
ら
、
編
集
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
表
紙
の
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
に
、

カ
メ
ラ
を
担
い
で
西
へ
東
へ
。
四
谷
の
街
を
歩
き
回
っ
た
の
も
い
い
思

い
出
で
す
。

◆
次
年
度
か
ら
編
集
作
業
の
仕
組
み
や
助
成
金
制
度
が
変
わ
り
、
広
報

誌
の
在
り
方
や
見
直
し
の
た
め
一
時
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
四
谷
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
「
四
谷

の
ち
ら
し
」、
町
会
掲
示
板
な
ど
を
利
用
し
、
形
を
変
え
て
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
今
号
は
、
表
紙
・
内
容
を
変
え
、
経
過
報
告
と
今
後
の
方
向
性
等
を

載
せ
ま
し
た
。
町
会
欄
は
、
各
町
会
の
「
一
言
自
慢
」
を
抜
粋
し
て
掲

載
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
精
読
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
創
刊
よ
り
誌
面
を
支
え
て
頂
い
た
執
筆
者
の
方
々
、
写
真
や
情
報
を

提
供
し
て
頂
い
た
方
々
、
印
刷
会
社
の
方
々
、
部
員
の
皆
様
、
区
の
支

援
な
ど
多
く
の
方
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

広
報
リ
ー
ダ
ー　
野
澤
秀
雄

地
区
協
議
会
が
発
足
し
た
平
成
17
年
度
よ
り
広
報
部
に
参
加
し
、
広
報

誌
「
声
」
ー
ぼ
い
す
ー
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
各
分
科
会
の

精
力
的
な
活
動
を
広
く
広
報
す
る
と
と
も
に
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。
十
数
年
に
及
ぶ
広
報
部
で
の
活
動
は
、
私
の
誇
り
で
も
あ

り
ま
す
。
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
生
ま
れ
代
わ
る
今
後
の
地
区
協

議
会
に
も
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。 

阿
部
昭
雄

広
報
誌「
声
」ー
ぼ
い
す
ー
は
、四
谷
地
区
協
議
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ「
あ
な
た
の〝
声
〞が
四
谷
を
変
え
る
」か
ら
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
声
」
ー
ぼ
い
す
ー
は
休
刊
し
ま
す
が
、
四
谷
地
区
協
議
会
が
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
の
一
人
一
人
が
発
す
る
大
き
な
声
、
小
さ
な
声
を
吸
い
上

げ
る
「
器
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
、
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

Ｆ

編
　
集
　
後
　
記

観光まちづくり実行委員会では、これまで年間を通し以下の内容で
「四谷まち歩き」を実施してきました。

平成30年度の予定につきましては、決まり次第広報しんじゅくやチラシ、
インターネットサイト「四谷カレンダー」等でお知らせします。

陽運寺　貞女お岩像
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